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設計者向け ウェビナーシリーズ
機械設計マスターが教える設計講座 第2弾

トップダウン設計 Day 2
アセンブリモデル作成テクニック

田中 洋次

オクターブ・ラボ
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講師紹介
オクターブ・ラボ 田中洋次

• 大学の機械工学科を卒業の後、国内外の大手自動車会社
向けに生産設備を設計製作する会社において、機械設計、
設計・生産管理、生産準備などの機械技術系の職務を幅
広く経験。

• その後、オートデスク社にて、主に製造業のお客様向け
に設計ソリューションの紹介・啓蒙・コンサルティング
の業務に従事。CADの製品知識と製造業での実務経験を
もとに、ユーザの業務に適合した提案ができるのが強み。

• 現在は独立して、これまでの知識と経験を社会に還元す
べく活動中。

• Blog：https://note.com/yo420186

https://note.com/yo420186
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agenda

1. 派生パーツで設計の意図を伝達する

2. 構想モデルから詳細モデルを作成

3. アセンブリモデルを効率良く構築

4. アセンブリモデルに動きを与える

5. その他

6. Q&A

アセンブリモデル作成テクニック紹介
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派生パーツで設計の意図を伝達する
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派生パーツで設計の意図を伝達する

▪ 派生コンポーネントについて

▪ 前日のおさらい

▪ マルチソリッドからアセンブリモデルの作成
▪ ソリッドボディの派生

▪ ボトムアップモデリングとの比較

▪ 派生パーツのメリットを確認
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前日のおさらい

▪ どのオブジェクトを派生するか？

▪ ジオメトリ

▪ ソリッドボディ

▪ サーフェス

▪ ブロック（スケッチ）

▪ スケッチ

▪ パラメータ

▪ 作業ジオメトリ

▪ 派生の関係（親と子）が誰でもわかるようにする

▪ 必要なオブジェクトのみ派生する

▪ 派生させるオブジェクトに名前を付ける

派生パーツで設計の意図を伝達する
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マルチソリッドからアセンブリモデルの作成

▪ ソリッドボディ

▪ マルチソリッドでパーツを作っておくと、
ソリッドボディごとに派生することができる

▪ コンポーネントを作成

▪ 複数のソリッドから、一度にアセンブリモデル
を作ることができる

派生パーツで設計の意図を伝達する
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マルチソリッドからアセンブリモデルの作成

▪ コンポーネントを作成

1. ソリッドモデルを派生

2. アセンブリモデルの原点に配置

派生パーツで設計の意図を伝達する
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スケルトンから様々なアウトプットに派生できる

▪ スケルトン →

▪ プレゼンテーションモデル

▪ 機械加工用パーツモデル

▪ 溶接加工アセンブリモデル

溶接軸受

機械加工用図

溶接加工用図
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ボトムアップモデリングとの比較
完成形は同じでも、モデリング手順は全く異なる
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構想モデルから詳細モデルを作成
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基本は派生コンポーネント

▪ マルチソリッドから派生したコンポーネントに形状を追加する

▪ 左：スケルトン(LOD200のアウトプット)

▪ 中：マルチソリッドを派生したコンポーネント (LOD300のインプット)

▪ 右：詳細形状を追加したコンポーネント(LOD300のアウトプット)

構想モデルから詳細モデルを作成
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基本は派生コンポーネント

▪ 必要に応じて、派生元のスケルトン（基準コンポーネント）を編集する

▪ 例：軸受けブッシュ・スペーサの追加

▪ 軸と巻き胴の間にブッシュとスペーサが必要！ →スケルトン（基準コンポーネン
ト）側で形状を定義、派生する

構想モデルから詳細モデルを作成
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基本は派生コンポーネント
構想モデルから詳細モデルを作成

機械加工 溶接加工＋機械加工
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デザインアクセラレータの結果を利用する

▪ 歯車列の詳細設計

▪ デザインアクセラレータを使うと、歯形を含んだ形状モデル（アセンブリ）を自動生成

▪ 自動生成されたパーツモデルを詳細設計すれば、歯車列の詳細設計が完成

構想モデルから詳細モデルを作成
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アセンブリモデルを効率良く構築
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基本は原点に配置して固定拘束

▪ 原点に配置するメリット

▪ 追加のアセンブリ拘束が不要になる

アセンブリモデルを効率良く構築
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原点に固定拘束できないときは、スケルトンと拘束する

▪ スケルトンと拘束するメリット
▪ アセンブリ拘束エラーに対して安全

（間違いが起きにくい）

▪ 拘束の相手の優先順位
1. スケルトンの作業オブジェクト

1. 基本オブジェクトが最優先

2. スケルトンのスケッチ

3. 隣接コンポーネントの作業オブジェ
クト

4. 隣接コンポーネントの平面・円筒面

※ 原点に配置した後、まず拘束し、後で固
定拘束を外す方法がお勧め（向きや位置
が大きく変わらないので間違いが起きに
くい）

アセンブリモデルを効率良く構築
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アセンブリ拘束の手数を減らす方法

1. 原点に固定して配置

2. 生産性リボンタブのコンポーネント配置機能

▪ 手数の多い拘束操作を一度にできるコマンド

3. ジョイントを利用

▪ 一回の操作で、拘束を完了できる

アセンブリモデルを効率良く構築
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アセンブリモデルに動きを与える
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アセンブリモデルに動きを与える

▪ 原位置などの位置（ポジション）を設定する

▪ 機械の動きを説明する

▪ 機構をアニメーションで表現する

▪ 動作中に、干渉などの問題が無いかを確認する

ポジションリプレゼンテーション機能を使う
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アセンブリモデルに動きを与える

▪ 明示すべきポジションに名前を付けて登録（原位置・Open・Close など）

ポジションリプレゼンテーション機能を使う
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アセンブリモデルに動きを与える

▪ 2D投影図にはオーバーレイ表示を使って、ポジションを表示する

ポジションリプレゼンテーション機能を使う
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機構をアニメーションで表現する

▪ ドライブの設定をする

ポジションリプレゼンテーション機能を使う
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その他
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「他を選択」

▪ コンテキストメニューから、
他を選択 を実行する

▪ 付近の可能性のあるジオメトリをリス
ト表示する。

▪ ジオメトリがハイライトするので、目
的のジオメトリを選択しやすい

込み入った個所から、目的のジオメトリを選択する方法
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2次元図面の活用
正確な寸法や部品間の取り合いは2次元図面で確認しながら設計を進める
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2D図面の3次元化でトップダウン設計にトライしましょう

▪ よく聞く話ですが・・・

▪ 新人のエンジニアに、自社の2次元図面（部品図）のトレースをさせていませんか？

▪ せっかくの機会なので、組図からトップダウン設計の手順でやらせてみましょう

▪ 部品図のトレースから始めると、

▪ アセンブリモデルをボトムアップで構築する羽目になる→CADの作業が嫌になる

▪ 部品間の構成がわからないので、設計の意図をわからないまま→設計スキルが身に着か
ない

▪ 組図から始めるメリット

▪ 自社製品の設計の勉強ができる

▪ 流用できる設計資産が残せる

What’s Next?
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まとめ
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本日のまとめ

▪ 派生パーツで設計の意図を伝達する

▪ 構想モデルから詳細モデルを作成

▪ アセンブリモデルを効率良く構築

▪ アセンブリモデルに動きを与える

▪ その他

Day 2 アセンブリモデル作成テクニック
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トップダウン設計のまとめ

▪ トップダウン設計における設計基準

1. 設計の意図・要件

2. 設計の構成（ストラクチャ)

3. 設計情報を共有するコンテナ（スケルトン）

▪ 概念設計(LOD100)→構想設計(LOD200)→詳細設計(LOD300)

▪ 各設計フェーズのインプット・アウトプットを明確にする

▪ スケルトンは設計の意図を表現・共有するのに大変に重要

▪ 誰でもわかるよう作成

▪ アセンブリモデルの手数を減らすために、派生コンポーネントを上手に活用
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Q&A
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ご清聴ありがとうございました

オクターブ・ラボ ©
2021年5月


